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Vol. 13この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により
発行しています。

10月1日から赤い羽根共同募金運動、12月1日から歳末たすけあい運動募金を行い
ました。市民皆様のご理解とご協力により、順調に運動が展開されました。
募金最終結果は、次号でお知らせいたします。
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◎利用できる方
福祉サービスの利用のことや日常の金銭管理の

ことを自分で判断することがむずかしい状態にあ
る方。
（例：認知症高齢者や知的障害者、精神障害者で
上記の状態にある方）
◎サービスの内容
・福祉サービス利用のお手伝いをします
・日常的な金銭管理をお手伝いします
・大切な書類をお預かりします

◎お問い合わせは
長崎県社会福祉協議会

牲０９５-８４６-８８０７

松浦市社会福祉協議会
本 所 牲０９５６-７２-０７８８
福島支所 牲０９５５-４７-２２２５
鷹島支所 牲０９５５-４８-３５０５

福祉サービスを利用したいけれど手続きの仕方がわからない。通帳を紛失することが多くなった。こ

んなことでお困りになったことはございませんか。

地域福祉権利擁護事業は、福祉サービスの利用手続きや、日常的な金銭管理などのお手伝いを通じて、

利用者の方が自立した地域生活を送られるようサポートします。
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―街頭募金活動―

10月17日に福島支所（塩浜地区周辺）で、
同26日に松浦本所（水軍まつり会場）で、民生
委員、婦人団体の皆様にご協力をいただき、街
頭募金活動を行いました。
市民皆様よりあたたかい善意の募金をいただ

き、115,440円の実績を得ることができました。
皆様より寄せられた募金は松浦市のよりよい

地域社会づくりに還元されます。
ご協力いただきました多くの皆様に、心から

感謝申し上げます。

― 歳末たすけあい ―

社団法人 長崎県看護協会 県北ブロック協議会
（宮城由美子会長）から、松浦市社会福祉協議会に
歳末たすけあいとして多額の寄付がありました。
この寄付金は、県北の看護師（会員約1,500人）さ
んが募金されたものを毎年数カ所に寄付されている
ものです。
ありがとうございました。

松浦市社会福祉センターに「赤い羽根自動販売機」を設

置しました。

これは自動販売機を「募金箱」と考え、皆様にご購入い

ただいた飲料水の売上の一部を募金とするものです。

福祉センターへご来館の際は、ぜひご利用下さい。
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支 所 だ よ り

■鷹島支所

■福島支所

去る、11月14日（金）、松浦市社会福祉センターにおいて災
害ボランティア活動「地域センター実動演習研修会」を開催い
たしました。
当日は、講師に大分県社会福祉協議会専門員の村野淳子氏を

迎え、ご自身が活動された経験を基に、災害ボランティア活動
の意義や基本的な心がまえについての講義が行われました。
参加者はメモをとりながら熱心に受講され、災害についての

意識を高められました。

☆児童との交流食事サービス
福島支所で行われた食事サービスに、養源小学校一

年生の児童が参加しました。
当日は利用者と一緒に会食した後、童話「ブレーメ

ンの音楽隊」をアレンジした「ブレーメンの
おもしろ音楽隊」を披露していただきまし
た。かわいらしい演技に利用者の方も終
始笑顔がこぼれ、大変楽しい時間を過ご
していただきました。

☆中学生福祉体験学習
福祉施設事業所で体験する学習の一貫として、鷹島中学校の生徒が

鷹島支所のデイサービスセンターを訪れました。
4日間の短期間ではあ

りましたが、積極的に
利用者の方とコミュニ
ケーションをとったり、
介助のお手伝いをするなど、真剣に取り組まれていまし
た。
参加された生徒の皆様には体験で学ばれたことを生か

し、将来の福祉を支えてくれることを期待しています。

☆防犯講座の開催
モンゴル村で行っている「いきいきサロン事業」に、警察

の方に参加していただき、防犯に関する講話をしていただき
ました。
これは今年の春には橋が架かる鷹島町の住民にとって、防

犯意識を更に高めておく必要があることから企画されたもの
です。
参加者の方々も講話に真剣に耳を傾け、防犯に対する意識

を高められていました。


